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JPROと日販の取り組み
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新刊情報の活用

書店様の新刊の申込を確約する｢アドバンスMD｣の稼働に際して

出版社様にご登録いただく新刊情報を活用していくことを宣言

【2013 日販懇話会】
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JPROデータが全ての基盤 【2018 日販懇話会】

書店様の新刊の申込・お客様の店頭での予約を確約するサービスをはじめ

サプライチェーンの基盤がJPROの登録データであることをお伝え
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日販のJPROデータ活用
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出版社様向けプラットフォーム

BookEntryの稼働

（搬入情報登録・部数契約メニュー）
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BookEntryの稼働
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BookEntryの稼働
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お申込み社数
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書店様向けプラットフォーム

NOCS０

「事前申込」稼働
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システムの全体像
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ご参考）NOCS０_画面イメージ

JPROデータを活用し検索・絞り込みを可能に
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新機能の概要

「事前申込」機能の実装に伴い

「BookEntry」に2つの機能を追加

①送品予定数事前案内機能

発売20〜30日前を目安に、書店様別の送品予定数をご案内する機能です。
出版社様にてご確認いただいた後、書店様も「NOCS０」上で
ご覧いただけるようになります。

②事前申込管理機能

書店様別の客注と申込数をリアルタイムでご確認いただける機能です。
出版社様の可能な範囲で申込数にご対応いただければ、送品予定数を
自動で更新し、書店様に「NOCS０」上でご案内いたします。

※いずれの機能も日販にてライン送品を行う新刊および重版商品が対象となります
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ご活用例

①書店様からの受注管理業務を軽減

書店様からのご注文を「BookEntry」上で一元管理できるようになることで
電話・FAX・メールでのアナログな方法での受注をデータ化・集計する業務が
軽減できます。

②出版社様の営業活動やお問い合わせ対応業務を効率化

書店様からの受注状況と対応履歴がリアルタイムでご確認いただけるように
なることで、書店様への営業促進やお問い合わせ対応時の証憑として
お役立ていただけます。

③需要に合わせた宣伝や広告、売場での販売促進を強化

これまでよりも早く送品予定数が確認できるようになることで、
追加施策や重版要否の検討材料としてご活用いただけます。
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JPROは、業界の共通インフラとして、
みなさまのご尽力により充実が図られてきました。

改めて、早期かつ正確な情報のご登録を
お願いいたします。

引き続き、サプライチェーンの様々なシーンで
JPROデータを活用し、
出版社様、書店様の業務効率化にお役立ちできるよう
取り組んでまいります。
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